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歯科衛生士養成課程に在学する学生の臨床実践能力と自己教育力に

関する意識調査 

歯科衛生士が社会から求められているニーズが多様化する中、変化に対応できるよう、歯科

衛生士養成課程において自己教育力を養うことが重要である。看護学分野では臨地実習が自己

教育力を伸ばす機会の一つであるとの検討が多くなされているが、歯科衛生士養成課程では、

臨地実習と自己教育力の関連についてはほとんど検討されていない。そこで本研究では歯科衛

生士養成課程において学生の臨床実習前後の臨床実践能力や自己教育力の自己評価を通じて

意識の変化を学校群別で探ることを目的とした。 

 3年制の専門学校、短期大学、および 4年制大学それぞれの歯科衛生士養成課程に在籍する学

生を対象に、臨床実習前後での自己評価方式の意識調査を行い、臨床実習が臨床実践能力や自

己教育力に与える影響や、学校群別の違いについて検討した。調査項目は「臨床実践能力習得

状況」24問については、2018年に公益社団法人日本歯科衛生士会が作成した「臨地実習指導マ

ニュアル―歯科衛生士学生指導のために―」を引用した（公益社団法人日本歯科衛生士会から

許諾を得て使用）。「臨床実習に対する思いや考え」6 問については、独自で開発したものを用

いた。「自己教育力」40問については、梶田が作成した 30項目の自己教育性調査票に西村らが

追加作成した 10項目を加えた計 40項目からなる自己教育力測定尺度を引用した（作成者から

許諾を得て使用）。実習前は計 401名、実習後は計 340名の学生から本調査への協力が得られ、

回答を学校群別に集計し、実習前／後という時間と、学校の違いの 2つの要因で二元配置分散

分析を行った。 

 臨床実習経験により、すべての学校群の学生が自らの臨床実践能力の向上について肯定的な

意識を持つことが明らかとなった。学校群別では、専門学校や短期大学の学生は実習前から比

較的高い自己評価をしている一方で、4 年制大学の学生は比較的低かった自己評価を最も大き

く伸ばす傾向があった。自己教育力については、4 年制大学の学生は有意に伸ばす面がいくつ

かあったものの、専門学校や短期大学の学生にはそうした効果は現れなかった。 

以上の結果より、臨床実習が臨床実践能力の向上に寄与する一方で、自己教育力の向上には

限定的な影響であることが示唆された。学校群別の違いもあり、特に 4年制大学の学生は自己

教育力を向上させる傾向が見られた。これらは各養成校の臨床実習への関わり方や、養成期間

によって異なる可能性があり、臨床実習開始時期などにも配慮しつつ、臨床実習を通じて臨床

実践能力と自己教育力の向上を促進するための学校群別の調整が必要であると考えられた。 

歯科衛生士養成課程における臨床実習は、歯科衛生士の臨床実践能力に対して有益である一

方、自己教育力への影響は養成期間や養成校の違いによって自己教育力の向上への効果に相違

が見られた。また臨床実践能力が向上しても自己教育力も向上するとは限らない。 
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